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トニー・ヴァレント『ラディアン』©ANKAMA EDITIONS, By Tony Valente／日本語版発行：ユーロマンガ

〒802-0001
福岡県北九州市小倉北区浅野2-14-5 あるあるCity5階・6階
TEL 093-512-5077　URL http://www.ktqmm.jp ■開館時間／11：00～19：00（最終入館18：30）

■休館日／12月31日～2019年1月2日、1月8日・15日
■入館料／一般200円（常設展セット券500円）  中高生・小学生 無料
※北九州市漫画ミュージアム年間パスポート提示者、年長者施設利用証提示者、30名以上の団体は２割引
※未就学児、障がい者手帳等をお持ちの方と付き添いの方（１名まで）は無料

北九州市漫画ミュージアム 5階 企画展示室
201812 22土 20191  20日

平成30年度 文化庁
国際文化芸術
発信拠点 形成事業

■主　　催：北九州市漫画ミュージアム
■特別協力：ユーロマンガ、デジタルカタパルト
■企画協力：NHKエンタープライズ
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2018

2019 年 1月
vol.280

北九州市の芸術文化情報マガジン　

北九州市文化芸術メディアサイト

CulCul・かるかる
http://www.kitakyushu-culcul.jp

12月10日（月）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



15 2019.  Junuaryかるかる ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※12月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

1 月

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第72回 全日本学生音楽コンクール北九州大会 受賞記念演奏会
～若き演奏家たちのNew Year Concert ～ 6㈰ 12:00

（予定）

一般 ￥2000
※対象：小学生以上　
※全席自由

毎日新聞社西部本社事業部
093（511）1119【福田】

響ホール ワンコインコンサート 2018 岩崎洵奈 ［ピアノ］
ショパン：バラード 第1番 ト短調 op.23　ほか 9㈬ 11:45

￥500
※対象：小学生以上　
※全席指定

響ホール音楽事業課
093（663）6661

第287回 フコク生命チャリティコンサート
チャイコフスキー :花のワルツ ～組曲「くるみ割り人形」より　ほか 10㈭ 18:30

無　料
（要整理券）

※対象：小学生以上　
※ 問い合わせは音声ガイダン

ス後0番を選択　
※全席自由

富国生命保険相互会社
北九州支社

093（551）0412【棚瀬】

北九州伯林的管弦楽団演奏会
ブルックナー :交響曲第7番　ほか 13㈰ 15:00 無　料

※全席自由

北九州伯林的管弦楽団
090（5023）0717

響ホール25th 松田理奈×新倉瞳×佐藤卓史 ピアノ・トリオ・コンサート
J.ブラームス:ピアノ三重奏曲 第1番 ロ長調 op.8 （Vn.Vc.Pf）　ほか 26㈯ 15:00

一般 ￥3000
25歳以下（要証明）  ￥2000
※対象：小学生以上　
※全席指定

響ホール音楽事業課
093（663）6661

八幡東区平野1-1-1　 093（662）4010　 「八幡駅」徒歩15分　 「八幡駅入口第一」徒歩10分 
「国際村交流センター」徒歩3分　 年末年始（12/29～1/3）、隔月1回（不定休）　 240台（有料）北九州市立響ホール 

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

表装スタジオ一甫作品展
表装 9㈬～15㈫ 無　料 表装スタジオ一甫

090（7450）0747

第16回九電OB作品展
絵画・書道・陶芸作品・工芸品・手芸・写真・彫刻 16㈬～22㈫ 無　料 九電北九州OB会

093（980）5560

北九州高校写真部OB写真展
写真 23㈬～29㈫ 無　料 北九州高校写真部OB会

090（3327）5715

北九州市職員文化祭
絵画・書道・陶芸作品・工芸品・手芸・写真 1/30㈬～2/5㈫ 無　料 北九州市職員文化体育協議会

093（582）2221

小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5Ｆ　 093（562）2520
10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで

「小倉駅」徒歩10分　 「西小倉駅」徒歩3分　 年末年始（12/29～1/3）

北九州芸術劇場 
市民ギャラリー 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

北九州市立大学演劇研究会2019年冬公演「詐欺師入門」
3年生にとってこの公演が最後になります！ぜひ劇場にお越しを！ 20㈰

13:00
無　料 北九州市立大学演劇研究会

090（4995）9986【江川】15:30

門司区老松町3-2　 093（321）2907　 9:00～22:00　 「門司港駅」徒歩13分　
「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　 年末年始（12/29～1/3）門司市民会館 門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：近藤タケユキ（SAX）、浮城久美子（ピアノ） 5㈯

18:30 門司港レトロ展望室入館料必要
大人 ￥300
小人 ￥150

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）415119:30

門司区東港町1-32　 093（321）4151　 10：00～22：00（カフェは20：30まで※天空ジャズ開催日以外のカフェの営業時間は
「関門海峡＆門司港レトロ」ホームページをご確認ください）、入館は閉館30分前まで　 「門司港駅」徒歩5分　 年４回門司港レトロ展望室 門司

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

楽茶碗と京の華 障
茶人たちを魅了し続けてきた楽焼。楽家代々の名品と京の茶陶、書画も展示 1/11㈮～3/24㈰

一般  ￥700
高・大学生 ￥500

※中学生以下無料（保護者同伴） 出光美術館（門司）
093（332）0251列品解説

学芸員が展示作品を分かりやすく解説します

13㈰ ①11:00
②14:00

無　料

※入場料が必要27㈰

門司区東港町2-3　 093（332）0251　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）　 「門司港駅」徒歩8分　
「門司IC」約10分　 月曜日（ただし月曜日が祝日および振替休日の場合は開館）、展示替期間、年末年始（12/25～1/10）出光美術館（門司） 門司

■ 北九州芸術劇場修繕工事のお知らせ
　北九州芸術劇場は大ホール・中劇場・小劇場の施設・設備の修繕工事を実施いたします。
　（予定工事期間:2018年12月3日から2019年2月28日）〈北九州芸術劇場　施設係　TEL093（562）8436〉

小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　 093（562）2655　 公演によって異なります
「西小倉駅」徒歩3分　 「室町・リバーウォーク」徒歩1分　 年末年始（12/29～1/3）北九州芸術劇場 

12月14日（金） までにご回答ください。
校了日は12月12日（水）です。



14
ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※12月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

1 月

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

図
書
室

ビデオるーむ
アメリカンコレクションA 13㈰ 14:00 無　料

北九州市立こども文化会館
093（592）4152おはなしワールド

絵本の読み聞かせ、紙芝居、手遊びなど 26㈯ 14:00 無　料

小倉北区下到津4-3-2　 093（592）4152　 9:00～17:00
「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　

月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）　 20台北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） 

小倉北区大手町12-3　 093（592）5405　 公演によって異なります
「小倉駅」徒歩30分　 「西小倉駅」徒歩15分　 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分

年末年始（12/29～1/3）、毎月1回（不定休）　 80台（有料）アルモニーサンク北九州ソレイユホール 
会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

九州交響楽団ニューイヤーコンサート
指揮とお話：現田茂夫　ソプラノ：佐藤しのぶ　
合唱：九響合唱団、北九州シティオペラ合唱団

12㈯ 17:00
S席 ￥4000
A席 ￥3000

※対象：小学生以上

九響チケットサービス
092（823）0101

グランソレイユ・コーラスフェスティバル
ゲスト：大西ゆか（ソプラノ） 14㈪㈷ 15:00 おとな ￥1000

こども ￥ 500
北九州ソレイユホール

093（592）5405

北九州市民文化大学文化講演会
講師：森永卓郎（経済アナリスト・獨協大学教授） 19㈯ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学

093（522）5008

昭和歌謡スペシャルコンサート 20㈰
14:00 A席 ￥6000

B席 ￥5500
MIN-ON北九州
093（884）183318:30

ランチタイム ワンコイン パイプオルガンコンサート
～お昼のひとときをソレイユホールで～　シリーズⅡ弦楽器と共に！ 23㈬ 12:00 ￥500

※70歳以上無料

北九州ソレイユホール
093（592）5405

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

1
階

多
目
的
室
Ｂ

海峡寄席
北九州を中心に活動している素人落語サークルの落語や漫談をお楽しみください
出演：落楽一座

27㈰ 14:00～
15:30 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）41512
階

ホ
ー
ル

マンスリーシアター
上映作品：「忘れじの面影」　1954年　アメリカ 
出演：ジョーン・フォンテイン、ルイ・ジュールダン

27㈰ 14:00～
16:00 無　料

門司区西海岸1-3-5　 093（322）5020　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩5分　 年４回旧大連航路上屋  門司

小倉北区城内1-2　 093（582）2747　 9:00～17:00（11月～3月）入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 なし　北九州市立小倉城庭園 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画

展
示
室

城内動植物園　～小倉城庭園の美術より～ 障
当館所蔵の絵画・工芸作品の中から、動物や植物をモチーフにした作品を紹介 開催中～1/27㈰

一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

立
礼
席

正月呈茶無料振る舞い 障
入館されたお客さま各日先着100名に無料で呈茶を振る舞います

1㈫㈷
～3㈭ 10:00

一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

和
室
・

立
礼
席

新春茶会
講座生の発表の場でもある恒例のお茶会です

19㈯
9:00

一般 ￥1500
小中学生 ￥ 700
（薄茶二席・入館料込）20㈰

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

稲葉彬子展
野外彫刻『門司守（もじもり）』（2018年10月門司港レトロ地区設置）の制作過程や新作を展示 1/19㈯～1/27㈰ 無　料 門司港美術工芸研究所

093（322）1235

門司区東港町6-72 港ハウス2F　 093（322）1235　 10:00～17:00
「門司港駅」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は開館）、年末年始門司港美術工芸研究所 門司

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
松永文庫企画展

「イラストによる映画ポスター展」
映画のポスターに描かれたイラストにスポットを当てた、大人から子どもまで楽しめる企画展

10/17㈬～1/6㈰ 無　料
松永文庫

093（331）8013松永文庫企画展
「なつかしの洋画資料展～映画史に残る西部劇の男たち～」

名作洋画にスポットを当てた企画展。懐かしのスターのポスターやパンフレットなどを展示
1/6㈰～4/7㈰ 無　料

門司区西海岸1-3-5（旧大連航路上屋1F）　 093（331）8013　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、1/8松永文庫 門司

12月14日（金） までにご回答ください。
校了日は12月12日（水）です。



13 2019.  Junuaryかるかる ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※12月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

1 月

小倉北区室町1-1-1 リバーウォーク北九州5Ｆ　 093（562）3215　 10：00～18：00（入館は閉館30分前まで）
「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　 「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　 年末年始（12/28～1/3）および館内整理日　 有料北九州市立美術館分館 

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

1968年 ―激動の時代の芸術 障
政治・文化における運動が激化した1968年。多角的な視点から激動と転換の年に迫る 開催中～1/27㈰

一般 ￥1100
高大生 ￥ 600
小中生 ￥ 400

※20名以上の団体料金
　 一般￥900　高大生￥400　

小中生￥300

北九州市立美術館分館
093（562）3215

小倉北区城内4-1　 093（571）1505　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 「勝山公園（市立文学館前）」徒歩1分　

月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）北九州市立文学館 
イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

第41回光草書道展「文学と書の交わり」
文学をテーマとした書道作品約50点を展示します 12㈯～20㈰ 無　料

北九州市立文学館
093（571）1505講演会「世界を渡るシェイクスピアと書道」

北九州市立大学准教授のアダム・ヘイルズさんによる講演会 13㈰ 13:00～
14:30

無　料
※光草書道展関連イベント

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

新
館
7
階 

大
画
廊

木目込人形作品展 9㈬～15㈫ 無　料

小倉井筒屋　大画廊
093（522）2521伊藤若冲 版画展 16㈬～22㈫ 無　料

小暮真望 版画展 23㈬～30㈬ 無　料

新
館
7
階 

小
画
廊

～そこに在る静けさ～　三宮一将 油彩展 9㈬～15㈫ 無　料

小倉井筒屋　小画廊
093（522）2521～20世紀・スペイン三大巨匠～　ピカソ・ミロ・ダリ作品展 16㈬～22㈫ 無　料

上賀茂流 真多呂人形　波多江 真麗華 作品展
京都賀茂人形の正統技術を伝承し、現代人の心に溶け込む真多呂人形を展示 23㈬～30㈬ 無　料

新
館
7
階

大
画
廊
・
小
画
廊

年末年始 絵画お宝市
多彩な作家の絵画・版画等を展示 2㈬～8㈫ 無　料

小倉井筒屋　大画廊・小画廊
093（522）2521

日本画・洋画 特選版画展 1/31㈭～2/5㈫ 無　料

小倉北区船場町1-1　 093（522）3111㈹　 10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
「小倉駅」徒歩7分　 不定休、1/1小倉井筒屋 

小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F・6F）　 093（512）5077　 11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）　
「小倉駅」徒歩2分　 火曜日、年末年始(12/31～1/2)北九州市漫画ミュージアム 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示
室

北九州国際漫画祭2018 障
「北九州国際漫画大賞」優秀作品展を中心に、漫画の世界的な広がりを紹介 12/22㈯～1/20㈰

一般 ￥200
［常設展セット券］一般￥500
 ※高校生以下無料

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

常
設
展
示
室

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

マカロニほうれん荘展 in 福岡 障
福岡県出身の漫画家・鴨川つばめによる伝説的ギャグ漫画の原画展 11/17㈯～1/17㈭ 無　料

常設展入場料が必要

北九州漫画家列伝 ～萩岩睦美特集～ 障
2019年春開催の画業40周年展に向けての作家紹介展示 11/24㈯～2/17㈰ 無　料

常設展入場料が必要

海峡マンガ合戦 ～岩本しんじ・もーちゃん２人展～ 障
日本漫画家協会九州ブロックと中国ブロックに所属する作家のミニ個展シリーズ 12/15㈯～2/15㈮ 無　料

常設展入場料が必要

常
設
展
示
室

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

漫画スクール 障
①自由参加　漫画描き初め「未来の夢やなりたいものを描こう」
②人物の描き方（服やヨロイの描き方）

①3㈭
13:00～
16:00

無　料
常設展入場料が必要

※対象：小学3年生以上
※ 定員各先着20名、②は要事

前申込
②13㈰

漫画体験 障
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方、簡単なデジタル作画など、初心者でも参加できます

5㈯ 13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要

※当日各先着20名、途中参加可26㈯

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示
室

松本清張記念館開館20周年記念特別企画展 障

「松本清張『砂の器』展」 12/18㈫～3/31㈰
常設展示観覧料に含む

大人 ￥500
中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093（582）2761

北九州市立松本清張記念館 小倉北区城内2-3　 093（582）2761　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
「西小倉駅」徒歩5分　 「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　 年末（12/29～31）

12月14日（金） までにご回答ください。
校了日は12月12日（水）です。
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ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※12月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

1 月

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

平尾台初日の出会
カルスト台地平尾台で初日の出を見よう（日の出予定時刻：７時20分頃） 1㈫㈷ 6:00～

8:00
無　料

※駐車場無料 平尾台自然の郷
093（452）2715平尾台新春凧揚げ会

名人によるおもしろ凧揚げや凧作り教室を開催します 20㈰ 11:00～
15:00

凧作り教室 ￥500
※ 凧作り教室：定員先着50名、

14:00まで

小倉南区平尾台1-1-1　 093（452）2715　 10:00～16:00(12月～2月）　 「小倉南IC」約20分 　 「石原町駅」よりタクシー、おでかけ交通で約15分　
「中谷営業所」よりタクシー、おでかけ交通で約20分　 火曜日（祝日の場合は翌日休園）、12/29～1/3(ただし1/1は初日の出会のため特別開園)平尾台自然の郷 

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

～ This is 鉛筆画～　えんぴつ画作品展
北九州市在住の鉛筆画アーティスト箱崎誠氏による動物を描いた作品を展示 2㈬～31㈭

無　料
※別途入園料が必要
※2㈬・3㈭は10:00から

到津の森公園
093（651）1895

小倉北区上到津4-1-8　 093（651）1895　 9:00～17:00
「到津の森公園前」徒歩1分　 1/1、8、15、22、29到津の森公園 

小倉北区城内2-1　 093（561）1210　 9:00～17:00（11月～3月）入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 2019年3/31まで休館中小倉城 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
手
門

バ
ス
駐
車
場

第60回 小倉城大鏡餅 おしるこ会
大鏡餅のおしるこ無料振る舞いを行います 6㈰ 11:00 無　料 小倉城

093（561）1210

若松区ひびきの2-5  学術研究都市　 093（695）3691　 10:00～17:00（展覧会開催時のみ）
市営バス「学研都市ひびきの」徒歩3分　 年末年始（12/29～1/3）現代美術センター CCA北九州 

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ハミッシュ・フルトン展　
自ら愛媛県久万高原町の遍路道を14日間歩いた経験から制作された新作の展示

12/5㈬～2/1㈮
（日・祝休み）

無　料
※土曜日は12:00から

現代美術センターCCA北九州
093（695）3691

八幡東区東田2-2-11　 093（663）5411　 平日9:00～19:00、土・日・祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩3分

月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）　 大型30台、普通300台（有料）　北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター） 
会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

秋企画展「光のふしぎ展 ２」
光が魅せる色や音と、人の動きが反応し合う、ふしぎなスペースで遊んでみましょう

10/13㈯～
1/14㈪㈷

大人 ￥300
小人（小中学生） ￥100
※小学生未満無料

北九州イノベーションギャラリー
093（663）5411

八幡東区東田2-4-1　 093（681）1011　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩1分

年末年始（12/29～1/1）、6月下旬頃（約1週間）　 大型30台、普通300台（有料）　北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館） 
イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

冬の特別展「世界遺産のまち　北九州と明治日本の産業革命遺産」 障
世界遺産八幡製鐵所の歴史と価値を紹介し、北九州の近代史を明示する

12/22㈯～
2/11㈪㈷

要常設展観覧料
大人 ￥500

高大生 ￥300
小中生 ￥200

いのちのたび博物館
093（681）1011

冬の特別展関連イベント「ひびのとぶらっと」 障
特別展会場、常設展歴史ゾーンで日比野学芸員による解説 13㈰ 14:00

要常設展観覧料
大人 ￥500

高大生 ￥300
小中生 ￥200

※ 小学生以下は保護者の参加
が必要

室内講座「透明標本で骨のでき方をみてみよう！」
カエル・サンショウウオなどの透明骨格標本を観察し、骨のつくりなどを学ぶ 19㈯ 13:30

無　料
※対象：小学生以上　
※ 要事前申込（抽選）、小学生

は保護者同伴

歴史講演会「九州の装飾古墳」
講師：東京国立博物館 上席研究員　河野一隆氏 19㈯ 13:30

資料代 ￥500
※ 小学生以下は保護者の参加

が必要
※当日先着200名

八幡東区西本町1-20-2　 093（661）9130　 10:00～18:00
「八幡駅」徒歩5分　 年末年始（12/29～1/3）北九州市立旧百三十銀行ギャラリー 

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

写真で観る演劇　ダブルクラブ演劇公演写真展
主催　演劇プロジェクトダブルクラブ

5㈯ 11:30～
14:00

無　料

旧百三十銀行ギャラリー
093（661）9130

12㈯ 11:00～
13:30

公演「ゆめ夢コト」
主催　演劇プロジェクトダブルクラブ

13㈰ 15:30～
16:40

一般 ￥1200
学生 ￥ 500

当日券（一般・学生） ￥150014㈪㈷

11:30～
12:40

14:30～
15:40

12月14日（金） までにご回答ください。
校了日は12月12日（水）です。



11 2019.  Junuaryかるかる ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※12月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

1 月

八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　 093（642）5555　 10:00～19:00
「黒崎駅」徒歩1分　 「黒崎バスセンター」徒歩1分　 1/1、2、16北九州市立子どもの館 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

子
ど
も

ホ
ー
ル

福田りゅうぞうのファミリーコンサート
あそびダンス作家として、全国で活躍中。親子で音楽に合わせていっぱい遊ぼう 13㈰

13:00 無　料
※ 一日フリーパス券・3カ月会

員パス券お持ちの方優先
※各回先着250名

北九州市立子どもの館
093（642）555515:00

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

こ
や
の
せ
座

第18回 木屋瀬いろは歌留多大会
木屋瀬の歴史・伝統をテーマとした歌留多の大会 6㈰ 10:00 無　料

長崎街道木屋瀬宿記念館
093（619）1149NewYearコンサート 2019

響ホール室内合奏団によるコンサート 26㈯ 14:00 ￥500
※当日￥300増

八幡西区木屋瀬3-16-26　 093（619）1149　 9:00～17:30（入館は17:00まで）　 「筑前植木駅」徒歩15分
（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　 九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分

月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）
￥一般¥200（160）、高校生¥100（80）、小中学生¥50（40）※（　）内は30名以上の団体料金北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館 

八幡西区黒崎3-15-3　 093（641）9360　 9:00～22:00　
「黒崎駅」徒歩1分　 「黒崎IC」約6分　 年末年始（12/29～1/3）八幡西生涯学習総合センター 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
コ
ム
シ
テ
ィ
3
階

マ
ー
メ
イ
ド
広
場

北九州JAZZ BOSSA-NOVA CLUB 音楽のある街づくり　ミニコンサート
毎月第2土曜日に、ジャズやボサノバ、映画音楽などを演奏するミニコンサートを実施 12㈯ 12:00～

13:00 無　料 北九州JAZZ BOSSA-NOVA CLUB
093（671）0411 【石橋】

八幡西区岸の浦2-1-1　 093（621）4566　 9:00～22:00
「黒崎駅」徒歩10分　 （筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　 「熊手四ツ角」徒歩1分
北九州都市高速「黒崎IC」5分　 年末年始（12/29～1/3）

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）　  

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

2019 Insheart コンサート with Ochimizu Yosuke トークショー
現役医師による音楽ユニット 障

6㈰ 13:30
￥3000

※ 障害者手帳をお持ちの方は
当日持参ください（確認後
半額返金）

※全席自由

落水洋介応援隊
090（5721）8238【真鍋】

中
ホ
ー
ル

THEのどじまん 13㈰ 13:30 ￥995 ジーアイエヌエンタテイメント合同会社
093（287）4979【山下】

第42回新きたきゅう音楽塾 in 黒崎
「打・擦・振・弾の世界体感しませんか？」
北九州マリンバオーケストラRIM　
川上恵子・岩﨑雅子・村岡慈子・竹内典子・吉田実奈子

17㈭ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール
093（621）4566

八幡東区桃園3-1-5　 093（671）4566　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「市立児童文化科学館前」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）北九州市立児童文化科学館 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
科
学
館

前
広
場

ミニSL運行！ はねつき・こままわし大会
昔の遊びに挑戦！ 上位入賞者には、プレゼントがあります 6㈰ 14:00～

14:50 無　料

児童文化科学館
093（671）4566

会
議
室

サイエンスショー
バチッと決めよう！　静電気 14㈪㈷ 14:00～

14:50 無　料

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
屋
上

星の観望の夕べ 障
プラネタリウム観覧後、月とすばるなど冬の星空を望遠鏡で観察します 19㈯ 18:30～

20:00

大人 ￥100
中高生 ￥ 70
小学生 ￥ 50

※ 中学生以下は保護者の参加が必要
※ 先着100名、5㈯から電話受付開始

八幡西区黒崎1-1-1　 093（643）5111㈹　 10:00～19:30※各最終日は17:00に閉場
「黒崎駅」隣接　 不定休、1/1黒崎井筒屋 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

6
階　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

末廣章 絵画展 12/25㈫～1/6㈰ 無　料

黒崎井筒屋　ギャラリー
093（643）5268

黄金逸品展 12㈯～14㈪㈷ 無　料

和田木乃実 創作屏風展
日本の伝統美・帯や着物を使用した屏風、掛軸を展示 15㈫～20㈰ 無　料

アルパカニットフェア 22㈫～27㈰ 無　料

ポッパナ織りとヨーロッパデザイナーズウエア
フィンランドの伝統織物「ポッパナ織り」を使用したジャケットなど展示 1/29㈫～2/3㈰ 無　料

12月14日（金） までにご回答ください。
校了日は12月12日（水）です。



　文化情報の発信拠点である「北九州文学サロン」では、本市ゆかりの文学者の紹介をはじめ、周辺文化施設でのイベント情報の提供やさまざ
まな文化イベントを開催しています。このたび、気軽に文学に触れてもらう催しとして、北九州市立文学館・北九州市立松本清張記念館の学芸
員による出張文学講座を開催します。
　北九州ゆかりの作家の話を聞きながら、ちょっとおしゃれにコーヒーブレイクはいかが？

日  時 内   容 講   師

第１話 1月18日（金）
14:00～15:30

詩人・宗左近のこと
–戦争と縄文、そして北九州へ

北九州市立文学館
　学芸員　稲田 大貴

第２話 1月19日（土）
14:00～15:30

松本清張が描いた江戸時代
–捕物帳から歌舞伎まで

北九州市立松本清張記念館
　学芸員　小野 芳美

第３話 1月25日（金）
14:00～15:30 北九州ゆかりの現代作家たち 北九州市立文学館

　学芸員　小野 恵

第４話 1月26日（土）
14:00～15:30 清張が小倉で出逢った鷗外 北九州市立松本清張記念館

　学芸員　栁原 暁子

第５話 2月1日（金）
14:00～15:30

杉田久女と橋本多佳子
北九州が生んだ俳句作家

北九州市立文学館
　学芸員　中西 由紀子

※1話のみの参加可。内容は変更になる場合がございます。あらかじめご了承ください
◆日時：2019年１月18日（金）・19日（土）・25日（金）・26日（土）・2月1日（金）14:00～15:30（全5回）
◆会場：北九州文学サロン(小倉北区京町1-5-9-1F��京町銀天街)
◆料金：無料（コーヒー代実費※希望者のみ）�
◆申し込み方法：各回定員先着20名（本やコーヒーが好きな方）、電話または来館でお申し込みください

ちょっといかが？　昼下がりの文学カフェ

1月4日㈮
11：00から
申し込み
受付開始

お問合せ先 	 北九州文学サロン　TEL093(383)8610　(小倉北区京町1-5-9-1Ｆ		京町銀天街)
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ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※12月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

1 月

■ 北九州市立美術館アネックス休館のお知らせ
　北九州市立美術館アネックスは平成30年3月まで休館しています。

戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　 093（882）7777　 9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）、12/23は20:00まで　
「美術館口」徒歩10分、「七条」「美術館口」より無料シャトルバス運行　 210台　

月曜日（祝日・振替休日の場合翌日休館）、年末年始（12/29～1/1） 北九州市立美術館本館 
会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

ジョルジュ ･ルオー 聖なる芸術とモデルニテ 障
20世紀最大の宗教画家ジョルジュ・ルオー。その聖なる芸術の意味と現代性を
再考する

開催中～2/17㈰

一般 ￥1200
高大生 ￥ 800
小中生 ￥ 600

※ 20名以上の団体料金
　 一般￥1000　高大生￥600　

小中生￥400
北九州市立美術館
093（882）7777

ア
ネ
ッ
ク
ス
３
階

レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム

記念講演会②　“礼拝堂=美術館”アッシー教会とルオーのステンドグラス
 —1950年代の「聖なる芸術（ラール・サクレ）」をめぐって
講師：後藤新治氏（西南学院大学教授・ルオー展監修者）

20㈰ 14:00 無　料

※定員100名（先着順）

ア
ネ
ッ
ク
ス

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

平成30年度 高文連写真部門 北九州地区展
写真

16㈬～
20㈰

10:00～
17:00

無　料
※20㈰は16:00まで

高文連写真部門（北九州市立高校）
093（881）5440

第28回 日専連 全国児童版画コンクール（北九州の部）
その他

22㈫～
27㈰

9:30～
17:00

無　料
※27㈰は15:00まで

協同組合日専連
093（521）7550

戸畑区汐井町1-6　 093（871）7200　 9:00～22:00
「戸畑駅」徒歩1分　 「戸畑駅」徒歩1分　 年末年始（12/29～1/3）戸畑市民会館（ウェルとばた内） 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

新春歌まつり
カラオケの発表会 20㈰ 10:00 ￥1000

ウェルとばた総合案内
093（871）7200多

目
的

ホ
ー
ル

ウェルカムコンサート
出演者：筑前琵琶　北田旭朋 10㈭ 12:20 無　料

八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　 093（644）5206　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる　
「黒崎駅」徒歩1分　 年末年始（12/28～1/3）および館内整理日北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

全
展
示
室

新春書作展
書

4㈮～
6㈰

9:00～
18:00

無　料
※ 4㈮は13:00から、6㈰は

16:00まで

日本習字支部長会書遊クラブ
090（8407）5752【有木】

第3回行動美術福岡展
洋画

14㈪㈷
～20㈰

9:30～
17:30

無　料
※ 14㈪㈷は12:00から、20㈰

は17:00まで

行動美術協会
0949（26）7942【阿部】

展
示
室
１

はじめての水墨画
水墨画

7㈪～
13㈰

10:00～
17:00

無　料
※ 7㈪は12:00から、13㈰は

16:00まで

はじめての水墨画
093（381）8809【駒山】

虹水彩画会
水彩画

21㈪～
27㈰

10:00～
17:00

無　料
※27㈰は16:00まで

虹水彩画会
093（613）3453【岩嵜】

展
示
室
２

西川幸夫スケッチ・淡彩「四季彩」フランス展
洋画

7㈪～
13㈰

9:00～
18:00

無　料
※ 7㈪は10:30から、13㈰は

17:00まで

西川幸夫スケッチ・淡彩「四季彩」教室
090（1196）9432【西川】

全日本写真連盟写友水巻支部展
写真

21㈪～
27㈰

9:00～
18:00

無　料
※ 21㈪は13:00から、27㈰は

17:00まで

全日本写真連盟写友水巻支部
090（5389）3537【葉石】

12月14日（金） までにご回答ください。
校了日は12月12日（水）です。
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北九州市の芸術文化情報マガジン

特集
北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館

演劇｜演劇の街は、いま
文芸｜清張アラカルト
美術｜美術館へ行こう！
漫画｜漫画と北九州

埋蔵文化財｜遺跡からのメッセージ
音楽｜いろはにぴあの

11月30日（金）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。

　シニアと子どもたちによって結成された「グランソレイユ合唱団」。４年目となる今回は魅力あふれる合唱の歌声とパイプオルガンの美しい
響き、本市出身のソプラノ歌手・大西ゆかさんをお迎えしオペラの名曲を北九州グランフィルハーモニー管弦楽団と共にお届けします。

《出演》�大西ゆか（ソプラノ）、グランソレイユ合唱団、�
北九州アカデミー少年少女合唱団、北九州市少年少女合唱団、�
北九州グランフィルハーモニー管弦楽団、�
稲穂美奈子（オルガン）、�
宮崎由紀子（ピアノ）、脇岡総一（指揮）

◆日時：2019年1月14日（月・祝）15:00～17:00（14:30開場）
◆会場：�アルモニーサンク北九州ソレイユホール（小倉北区大手町12-3）
◆料金：おとな1000円、子ども（3歳～中学生）500円
◆チケット販売：主要プレイガイドで販売中
◆お問合せ：�アルモニーサンク北九州ソレイユホール　093(592)5405

【第１部】
　■フィガロの結婚序曲／モーツァルト
　■�ゆりかごの歌・少年時代・翼をください・大きな古時計／編曲：前田克治・北村太吾
　■大地讃頌／佐藤真
　■前奏曲ホ短調／N.ブルーンス
　■カンタータ147番「主よ人の望みよ喜びよ」／ J.Sバッハ
【第２部】オペラファンタジー
　■カルメンハイライト／ビゼー
　■「カヴァレリア・ルスティカーナ」間奏曲／マスカーニ
　■メリーウィドウより“ヴィリアの歌”／レハール
　■「ナブッコ」より“行け、わが思いよ、金色の翼に乗って”／ヴェルディ

　合唱組曲｢北九州｣は、市制15周年を記念し、日本を代表する團伊玖磨氏の作曲と、本市にゆかりの深い栗原一登氏の作詞によってつくられた、
北九州市の｢ふるさと賛歌｣です。温かみのある素晴らしい詩と、ダイナミックで美しい演奏は、ふるさとを愛する私たちの心に、大きな感動を与
えてくれます。

◆日時：2019年3月17日（日）15:00～17:00（14:00開場）
◆会場：アルモニーサンク北九州ソレイユホール（小倉北区大手町12-3）
◆料金：一般2000円、25歳以下1000円（当日各500円増、全席自由）
◆チケット販売：主要プレイガイドで販売中
◆お問合せ：（公財）北九州市芸術文化振興財団音楽事業課　093(663)6661

北九州市では「合唱の街・北九州」をキャッチコピーに合唱を通じた元気な人づくり・街づくりに取り組んでいます
北九州市市民文化スポーツ局文化企画課 　093（582）2391　※上記演奏会の詳細は各お問合せ先へご確認ください

　市内中学校合唱部による発表を中心とし
た合唱の祭典。全体合唱や有志生徒による
フェスティバル合唱団の演奏などすてきな
ハーモニーを響かせます。

◆日時：�2019年2月9日（土）�
14:00～16:30(13:30開場)

◆会場：�アルモニーサンク北九州�
ソレイユホール�
（小倉北区大手町12-3）

◆料金：入場無料、事前申込不要
◆お問合せ：�北九州市教育委員会　�

指導第一課　093(582)2368

　「合唱の魅力をたくさんの人に届けたい！」
という思いから、市内のコーラスグループが
「まちかど」で合唱を披露します。

◆日時：�2019年3月23日（土）～24日（日）
12:00～17:00(予定)

◆会場：�リバーウォーク北九州　�
1Ｆミスティックコート�
（小倉北区室町1-1-1）

◆料金：入場無料
◆お問合せ：�北九州市市民文化スポーツ局

文化企画課　093(582)2391

　北九州市内や近郊で活動する女声コーラス
グループ約50団体、約1000人が出演。心温まる
美しい歌声にご期待ください。

◆日時：�2019年3月21日（木・祝）�
10:30～17:00(10:00開場)

◆会場：�北九州市立響ホール�
（八幡東区平野1-1-1）

◆料金：�入場無料、事前申込不要、未就学児入場
不可※託児あり（要事前申込）

◆お問合せ：�（公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課　�
093(663)6661

グランソレイユ コーラスフェスティバル

合唱組曲「北九州」演奏会

中学生合唱フェスティバル まちかどコーラス in リバーウォークレディースコーラスフェスティバル

グランソレイユ合唱団

大西ゆか

合唱の街   北九州

9 2019.  Junuaryかるかる

1 月

12月14日（金） までにご回答ください。
校了日は12月12日（水）です。

12月11日（火）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。

ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※12月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります
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12月12日（水）午前12時が【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。

※催しは内容など変更になる場合がございますので、必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせください

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、
市民会館、市民センター、生涯
学習センター、図書館、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール駅、
レインボープラザ、北九州芸術
劇場プレイガイド・インフォメ
ーション、響ホールなど

かるかるCulCul
Culture&Cultivate

北九州市文化芸術メディアサイト

CulCul・かるかる

ウェブで情報発信中！

http://www.kitakyushu-culcul.jp

●主なコンテンツ
・『CulCul・かるかる』 
　最新号の記事
・イベント情報
・イベントカレンダー
・文化施設案内
・かるかるバックナンバー
・関連リンク　ほか

スマホ・パソコンから

　
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を
卒
業
し
、
自

ら
事
業
を
立
ち
上
げ
、
母
校
の
学
生

た
ち
と
仕
事
を
し
て
い
る
知
人
に
尋

ね
て
み
た
。
「
ハ
ー
バ
ー
ド
の
学
生

さ
ん
は
、
膨
大
な
課
題
を
ど
の
よ
う

に
こ
な
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
」
。

　
彼
ら
の
特
徴
は
、
ま
ず
『
レ
ス
ポ

ン
ス
が
早
い
』
こ
と
。
依
頼
を
す
る

と
、
30
分
後
に
は
大
ま
か
な
案
が
必

ず
送
ら
れ
て
く
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

か
ら
が
彼
ら
の
面
目
躍
如
た
る
と
こ

ろ
。
締
め
切
り
の
力
を
利
用
し
て
、

圧
倒
的
な
集
中
力
で
仕
事
を
こ
な
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
。
毎
日
毎
日
、

３
件
ほ
ど
の
締
め
切
り
を
抱
え
な
が

ら
、
で
あ
る
。
確
か
に
、
締
め
切
り

が
目
の
前
に
迫
る
と
、
突
然
仕
事
が

捗は
か
どる
よ
う
に
な
る
と
い
う
の
は
、
自

分
の
体
験
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、

な
る
ほ
ど
と
う
な
ず
け
る
。

　
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
ク
ラ
ス
が
週
３
回
レ
ッ
ス
ン
を

行
っ
て
い
た
。
た
っ
た
１
日
で
コ
ン

ツ
ェ
ル
ト
の
譜
読
か
ら
、
暗
譜
ま
で

し
て
く
る
ロ
シ
ア
人
学
生
の
力
量
に

は
舌
を
巻
い
た
が
、
こ
れ
も
幼
少
期

か
ら
の
訓
練
と
慣
れ
の
賜た

ま

物も
の

だ
。
レ

ッ
ス
ン
と
い
う
締
め
切
り
が
、
常
に

目
の
前
に
迫
っ
て
い
れ
ば
、
必
死
に

練
習
せ
ざ
る
を
得
な
い
し
、
そ
の
状

態
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
く
る
。

　
膨
大
な
課
題
を
こ
な
す
ス
ピ
ー
ド

感
と
、
一
つ
の
こ
と
を
深
く
掘
り
下

げ
る
力
。
一
見
矛
盾
し
そ
う
な
二
つ

の
力
を
両
立
さ
せ
る
に
は
、
や
は
り

日
々
の
鍛
錬
の
み
が
頼
り
だ
と
思
う
。

多
彩
な
力
が
い
つ
の
間
に
か
身
に
付

い
て
い
る
よ
う
に
、
と
今
日
も
楽
し

い
課
題
を
考
え
て
い
る
。

目
の
前
の
締
め
切
り
が
原
動
力
を
生
む

■
森
麻
季　
音
の
美
術
館

イ
タ
リ
ア　
美
へ
の
旅
路 

３
月
９
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

浦
）
。
ソ
プ
ラ
ノ
森
麻
季
、
ピ
ア
ノ

山
岸
茂
人
、
ナ
レ
ー
タ
ー
浦
久
俊
彦
。

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
イ
タ

リ
ア
絵
画
を
背
景
に
、
森
麻
季
が
イ

タ
リ
ア
歌
曲
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
美

し
く
歌
い
上
げ
る
。
全
席
指
定
。
入

場
料
、
一
般
４
５
０
０
円
、
友
の
会

４
０
０
０
円
、
ペ
ア
８
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
２
０
０
０
円
。
当
日
各

５
０
０
円
増
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

主催　株式会社黒崎コミュニティサービス
共催　北九州市、北九州市教育委員会
後援　一般社団法人 全日本ピアノ指導者協会（ピティナ）、株式会社 CROSS FM
協賛
企画・制作　浦久俊彦事務所／株式会社ジャパン・アーツ

【問い合わせ・お申込み】黒崎ひびしんホール 093-621-4566

3/9土平
成
31
年
開場 14：30　開演　15：00

主催　株式会社黒崎コミュニティサービス主催　株式会社黒崎コミュニティサービス

開場 14：30　開演　15：00開場 14：30　開演　15：00開場 14：30　開演　15：00

黒崎ひびしんホール
大ホール プレイガイド

黒崎ひびしんホール 093-621-4566
北九州ソレイユホール 093-592-5405
小倉井筒屋 093-522-2682
黒崎井筒屋 093-643-5219
松田楽器店 093-541-1886
北九州芸術劇場 093-562-2655
ウエルとばた 093-871-7200
エムアンドエム 092-751-8257
チケットぴあ （P コード 129-186）
ローソン （L コード 83151）
オペレーター予約 0570-000-407

プレイガイド

料金（全席指定）
 一般 4,500 円 友の会一般 4,000 円
 ペア 8,000 円 高校生以下 2,000 円
 ※当日券は 500 円増 ※未就学児入場不可

発売開始 10/27 土  友の会先行発売 10/20 土
託児サービス有り　 要予約

スクリーンに映し出される名画と珠玉の名曲スクリーンに映し出される名画と珠玉の名曲スクリーンに映し出される名画と珠玉の名曲

© Yuji Hori

ピアノ：山岸 茂人　　ナレーター：浦久 俊彦

『森麻季　音の美術館
イタリア　美への旅路』チラシ

■
実
験
的
音
楽
空
間

「
Ｒ
Ｅ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
～
音
も
身
体
も
～
」

２
月
８
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響

ホ
ー
ル
（
八
幡
東
区
平
野
）
。
響
ホ

セレノグラフィカ　
ⒸAi�Hirano

ー
ル
が
新
た
に
取
り
組
む
ダ
ン
ス
と

音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
八
幡
に
滞
在
し
、
創
作

を
行
っ
た
舞
台
作
品
を
上
演
。
出
演

は
、セ
レ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
カ
（
ダ
ン
ス
）、

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ノ
マ
ド
（
音
楽
）
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
。
全
席
自

由
。
入
場
料
、
一
般
２
０
０
０
円
、

25
歳
以
下
（
入
場
時
要
証
明
）
１
０

０
０
円
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

響
ホ
ー
ル
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
６
６
３
）
６
６
６
１

■
福
岡
ユ
ネ
ス
コ
文
化
講
演
会

「
19
世
紀
ロ
シ
ア
文
学
と
そ
の
翻
訳
」

１
月
25
日（
金
）。
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ぺ
ー
ス
秘
密
基
地
（
小
倉
北
区
京

町
）
。
講
師
は
ロ
シ
ア
文
学
者
・
沼

野
恭
子
。
翻
訳
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
な
ど
講
演
。
参
加
費
（
ド
リ
ン

ク
代
）
５
０
０
円
。
定
員
60
人
、
抽

選
の
場
合
あ
り
。
申
し
込
み
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
（
「
北
九
州
市
ネ
ッ
ト

窓
口
」
で
検
索
）、往
復
は
が
き
（
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
・
ふ
り
が
な
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
３
人

ま
で
を
記
載
）
。
１
月
７
日
必
着
。

〒
８
０
３
－
８
５
０
１
小
倉
北
区
城

内
１
の
１
北
九
州
市
文
化
企
画
課
内

「
沼
野
恭
子
氏
講
演
会
」
係

０
９
３
（
５
８
２
）
２
３
９
１

『福岡ユネスコ文化講演会
「19世紀ロシア文学とその翻訳」』チラシ

■
楽
茶
碗
と
京
の
華

１
月
11
日
（
金
）
～
３
月
24
日
（
日
）。

午
前
10
時
開
館
、午
後
５
時
閉
館（
入

館
は
同
４
時
30
分
ま
で
）
。
出
光
美

術
館
・
門
司
（
門
司
区
東
港
町
）
。

茶
人
た
ち
を
魅
了
し
て
き
た
楽
焼
の

魅
力
を
楽
家
代
々
の
名
品
を
中
心
に

紹
介
す
る
。
京
の
茶
陶
や
書
画
も
展

示
。
会
期
中
の
第
２
、
第
４
日
曜
日

午
前
11
時
と
午
後
２
時
に
は
「
列
品

解
説
」
を
開
催
。
学
芸
員
が
展
示
作

品
を
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。
入

館
料
、
一
般
７
０
０
円
、
高
大
生
５

０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料
（
保
護

者
同
伴
）
。
祝
日
を
除
く
月
曜
休
館
。

出
光
美
術
館
（
門
司
）

０
９
３
（
３
３
２
）
０
２
５
１

　
情
報
コ
ー
ナ
ー

『楽茶碗と京の華』チラシ
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「
ひ
ょ
う
た
ん
か
ら
駒
」
と
い
う

こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。
私
ど
も
考
古
学

徒
も
日
々
、
発
掘
調
査
に
従
事
し
、

時
に
は
こ
の
こ
と
わ
ざ
の
よ
う
な
出

来
事
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
30
年
ほ
ど
前
に
宅
地
造
成
が
予
定

さ
れ
て
い
る
古
墳
が
な
い
と
思
わ
れ

た
平へ

い

坦た
ん

な
山
頂
で
遺
跡
が
あ
る
か
ど

う
か
を
調
べ
る
試し

掘く
つ

調
査
を
し
て
い

た
時
、
卑ひ

弥み

呼こ

が
中
国
皇
帝
か
ら
も

ら
っ
た
銅
鏡
１
０
０
枚
と
さ
れ
る
三さ

ん

角か
く

縁ぶ
ち

神し
ん

獣じ
ゅ
う

鏡き
ょ
うの
破
片
が
見
つ
か
っ
た
。

そ
の
破
片
に
は
神し

ん

仙せ
ん

世せ

界か
い

の
女
王
で

あ
る
西せ

い

王お
う

母ぼ

の
膝
と
そ
の
台
座
が
見

え
た
。
び
っ
く
り
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、

手
が
震
え
、
あ
わ
て
て
山
か
ら
下
り
、

そ
の
文
様
を
確
認
し
た
こ
と
を
昨
日

の
こ
と
の
よ
う
に
覚
え
て
い
る
。

　
こ
と
わ
ざ
の
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
で
は
な

い
が
、
今
か
ら
18
年
前
に
、
小
倉
南

区
の
長
野
に
所
在
す
る
長
野
尾お

登の
ぼ
り

遺

跡
第
２
地
点
Ｃ
区
で
弥
生
時
代
後
期

の
３
号
住
居
跡
か
ら
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
形

土
器
が
出
土
し
た
。
（
図
１
）

　
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
は
わ
が
国
で
は
福
井

県
の
鳥と

り

浜は
ま

貝か
い

塚づ
か

や
滋
賀
県
の
粟あ

わ

津づ

湖こ

底て
い

遺
跡
な
ど
の
縄
文
時
代
の
遺
跡
か

ら
出
土
し
て
い
る
。
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の

原
産
地
は
ア
フ
リ
カ
と
い
わ
れ
て
お

り
、
ど
の
よ
う
に
し
て
ヒ
ョ
ウ
タ
ン

の
種
子
が
わ
が
国
に
伝
わ
っ
た
の
か

は
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の

遺
跡
の
年
代
か
ら
少
な
く
と
も
１
万

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
む
か
し
む
か
し

年
前
に
は
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

　
モ
ア
イ
像
で
有
名
な
イ
ー
ス
タ
ー

島
で
は
、
マ
ケ
マ
ケ
の
神
は
ヒ
ョ
ウ

タ
ン
の
若
い
果
実
の
果
肉
を
こ
ね
て

創
り
出
さ
れ
た
と
い
う
神
話
が
あ
る
。

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
は
水
入
れ
の
容
器
に
使

わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
神
・
魔ま

除よ

け

と
し
て
ハ
ワ
イ
や
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の

方
に
も
広
が
っ
て
い
る
。

　
日
本
で
は
大
分
県
中
津
市
の
上う

え

ノの

原は
ら

48
号
墓
か
ら
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
と
思
わ

れ
る
も
の
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
墓

室
内
か
ら
熟
年
男
性
の
人
骨
が
１
体

出
土
し
た
が
、
外
さ
れ
た
膝し

つ

蓋が
い

骨こ
つ

が

左
足
の
足
元
に
あ
っ
た
鹿ろ

っ

角か
く

製
品
の

上
に
置
か
れ
、
そ
の
上
に
ヒ
ョ
ウ
タ

ン
が
被か

ぶ

せ
ら
れ
て
い
た
。
（
図
２
）

頭
骨
や
大だ

い

腿た
い

骨こ
つ

な
ど
の
骨
に
は
乱
れ

が
な
い
こ
と
か
ら
、
膝
蓋
骨
は
白
骨

化
し
た
後
に
意
図
的
に
外
さ
れ
、
ヒ

ョ
ウ
タ
ン
と
共
に
鹿
角
製
品
の
上
に

置
か
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
こ
う
し
た
例
は
大
分
県
中
津
市
相

原
に
所
在
す
る
幣へ

い

旗は
た

邸
１
号
墳
の
若

年
男
性
の
大
腿
骨
と
そ
れ
に
添
わ
せ

た
鉄
刀
の
上
に
ま
た
が
る
よ
う
に
し

て
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
が
置
か
れ
て
い
た
。

（
図
３
）
こ
れ
ら
の
膝
や
大
腿
骨
に

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
を
置
く
と
い
う
行
為
は
、

死
者
が
生
き
返
っ
て
現
世
の
人
々
に

悪
さ
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の

儀
礼
で
あ
る
。
膝
の
部
分
に
ヒ
ョ
ウ

タ
ン
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
歩
け
な

く
す
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
に
魔
除
け

・
霊
力
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
例

は
他
に
も
世
界
中
に
い
く
つ
も
あ
る
。

例
え
ば
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
ド
ゴ
ン
族
は

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
を
女
性
性
器
の
よ
う
に

新
し
い
生
命
を
う
み
だ
す
も
の
と
考

え
て
お
り
、
台
湾
の
少
数
民
族
も
人

類
は
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
か
ら
生
ま
れ
出
た

と
信
じ
て
い
る
。
ま
た
、
タ
イ
の
ア

カ
族
は
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
を
ネ
ッ
ク
レ
ス

の
よ
う
に
ぶ
ら
下
げ
て
子
ど
も
の
魔

除
け
に
し
、
ボ
ル
ネ
オ
の
ダ
ヤ
ク
族

図１　�長野尾登遺跡�
第2地点C区�
3号住居跡出土�
ヒョウタン形土器

図３　�大分県中津市・幣旗邸１号墳��
人骨�大腿骨とヒョウタン出土状況

図２　�大分県中津市・上ノ原48号横穴墓の
膝蓋骨とヒョウタン出土状況

は
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
を
痛
む
患
部
に
あ
て

る
と
治
る
と
信
じ
て
い
る
。
中
国
で

は
紙
や
布
を
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
形
に
切
り
、

窓
や
入
り
口
の
鴨か

も

居い

の
上
に
逆
さ
ま

に
貼
っ
て
辟へ

き

邪じ
ゃ

や※

魔
除
け
に
し
て
い

る
例
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
世
界
の
至
る
所
で
ヒ

ョ
ウ
タ
ン
は
霊
力
が
あ
る
と
信
じ
ら

れ
て
お
り
、
長
野
尾
登
遺
跡
の
ヒ
ョ

ウ
タ
ン
形
土
器
も
住
居
の
出
入
り
口

の
床
面
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
辟
邪
・
魔
除
け
の
意
味
で
置
か

れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
弥
生
時

代
人
の
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
に
対
す
る
思
い

や
風
習
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で

あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。

※
　
わ
ざ
わ
い
を
取
り
除
く
こ
と

【
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
次
回
掲
載
予
定
は
3
月
号
で
す
】

〈埋蔵文化財の展示案内〉
・北九州市立埋蔵文化財センター〈小倉北区金田1の1の3�093（582）0941〉
 �北九州市を掘る（91）�埋蔵文化財速報展『焼け落ちた天守閣－小倉城天守台石
垣と内堀の発掘調査から－』
 �小倉城天守台石垣の測量調査と内堀の発掘で出土した瓦や陶磁器、また焼け
焦げた建築材など、�遺物や写真パネル計60点を展示・常設展もあり
 �【入館料】無料　【開催期間】4月21日（日）まで
 �【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）
 �※毎週月曜日（休日の場合はその翌日）休館、年末年始は休館
・黒崎歴史ふれあい館〈八幡西区黒崎3の15の3黒崎駅横コムシティ1F〉�
 �常設展開催中/�『城下町から宿場町へ～出土品が語る黒崎の歴史と文化～』�

 『シュガーロード・発掘物語』
 �【入館料】無料　【開館時間】午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
 �※年中無休

hiroba
埋蔵 文化財 遺跡からのメッセージ

（公財）北九州市芸術文化振興財団
埋蔵文化財調査室　学芸員

宇 野 愼 敏  Masatoshi Uno

11月30日（金）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



図２　ジョンスラヤ
『ジェジョン�イン�ジャパン』（マレーシア）
ⒸJonsuraya/Maple�Comics�Sdn�
Bhd/Comic�Catapult

図１　スウェタ・カルティカ
『グレイ＆ジンガ』（インドネシア）
ⒸSweta�Kartika/PT�Gramedia�
Pustaka�Utama-m&c!/Comic�
Catapult
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漫
画
と
い
う
表
現
が
、
理
性
よ
り

は
感
情
に
訴
え
か
け
る
部
分
が
多
い

か
ら
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
子
供
が

読
む
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

か
ら
な
の
か
、漫
画
は
何
ら
か
の「
タ

ブ
ー
（
禁
忌
）
」
に
触
れ
た
と
み
な

さ
れ
て
激
し
く
非
難
さ
れ
る
こ
と
が
、

た
び
た
び
起
き
ま
す
。
近
年
の
日
本

漫
画
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
国
境

を
越
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
漫
画
が
流

通
し
、
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

原
産
国
で
は
問
題
な
か
っ
た
表
現
が
、

輸
出
・
翻
訳
さ
れ
た
国
で
文
化
・
歴

史
・
宗
教
の
違
い
か
ら
タ
ブ
ー
に
触

れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
「
漫
画
と
タ
ブ
ー
」
と
い
う
の
は
、

実
は
漫
画
研
究
の
重
要
な
視
点
の
一

つ
で
す
。
タ
ブ
ー
と
は
、
そ
の
社
会

や
そ
の
時
代
の
思
想
や
道
徳
や
価
値

観
が
、
最
も
生
々
し
く
表
れ
る
も
の
。

漫
画
に
浴
び
せ
ら
れ
る
非
難
の
中
か

ら
、
そ
の
社
会
や
時
代
が
抱
え
る
抑

圧
や
矛
盾
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

　
そ
し
て
何
よ
り
も
興
味
深
い
の
は
、

非
難
を
浴
び
な
が
ら
も
漫
画
が
決
し

て
〝
や
ら
れ
っ
ぱ
な
し
〟
で
は
な
い

こ
と
。
タ
ブ
ー
の
裏
を
か
き
、
隙
間

を
つ
い
た
結
果
、
表
現
の
革
新
が
生

ま
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
る
の
で
す
。

こ
れ
は
漫
画
だ
け
で
な
く
、
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
や
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
な
ど
の
隣
接
ジ
ャ

ン
ル
に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。

　
今
回
の
「
北
九
州
国
際
漫
画
祭
２

０
１
８
」
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と

マ
レ
ー
シ
ア
の
漫
画
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
両
国
の
共
通
点
は
、
イ
ス
ラ
ム

教
徒
の
比
率
が
高
く
（
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
８
割
以
上
、
マ
レ
ー
シ
ア
６
割
以

上
）
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
価
値
観
や
慣

習
が
広
く
深
く
根
付
い
て
い
る
こ
と

で
す
。
こ
の
両
国
に
は
、
元
々
の
伝

統
的
な
漫
画
表
現
も
あ
り
ま
す
が
、

北
米
や
香
港
や
日
本
の
漫
画
に
も
古

く
か
ら
親
し
ん
で
お
り
、
そ
れ
ら
が

融
合
し
て
個
性
的
な
表
現
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
漫
画
や
そ
の
隣
接
ジ
ャ
ン

ル
の
人
気
は
、
世
界
的
に
見
て
も
高

い
部
類
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
イ
ス
ラ

ム
教
の
慣
習
。
漫
画
と
共
に
「
コ
ス

プ
レ
」
人
気
も
高
ま
っ
て
い
く
の
で

す
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
女
性
は
人

前
で
肌
や
髪
を
露
出
す
る
こ
と
を
制

限
さ
れ
ま
す
。
ヒ
ジ
ャ
ブ
（
ま
た
は

ツ
ド
ン
）
と
呼
ば
れ
る
ベ
ー
ル
で
頭

を
覆
っ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。

こ
れ
じ
ゃ
あ
コ
ス
プ
レ
な
ん
て
も
っ

て
の
ほ
か
…
…
と
思
い
き
や
、
〝
カ

ラ
フ
ル
な
ヒ
ジ
ャ
ブ
を
活
用
し
た
コ

ス
プ
レ
術
〟
と
か
、
〝
カ
ラ
フ
ル
な

ヒ
ジ
ャ
ブ
を
着
用
し
た
カ
ワ
イ
イ
漫

画
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
〟
な
ど
、
何
と
も

た
く
ま
し
く
も
微ほ

ほ

笑え

ま
し
い
表
現
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
マ
レ
ー

シ
ア
の
最
新
の
漫
画
の
中
で
、
今
回

の
展
示
で
は
、
ス
ウ
ェ
タ
・
カ
ル
テ

ィ
カ
の
『
グ
レ
イ
＆
ジ
ン
ガ
』
（
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
／
図
１
）
と
、
ジ
ョ
ン

ス
ラ
ヤ
の
『
ジ
ェ
ジ
ョ
ン 

イ
ン 

ジ
ャ

パ
ン
』
（
マ
レ
ー
シ
ア
／
図
２
）
に

北
九
州
国
際
漫
画
祭
２
０
１
８

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
漫
画
展
」
ほ
か

特
に
注
目
し
て
み
ま
し
た
。
『
グ
レ

イ
＆
ジ
ン
ガ
』
は
大
学
を
舞
台
と
す

る
軽
快
な
ラ
ブ
コ
メ
デ
ィ
ー
、
『
ジ

ェ
ジ
ョ
ン 

イ
ン 

ジ
ャ
パ
ン
』は
京
都

に
留
学
し
て
き
た
作
者
の
生
活
を
描

く
エ
ッ
セ
イ
漫
画
で
す
。
両
国
の
等

身
大
の
〝
い
ま
〟
が
生
き
生
き
と
描

か
れ
て
い
て
、
い
ず
れ
も
新
鮮
な
驚

き
が
あ
り
ま
す
よ
。

　
「
北
九
州
国
際
漫
画
祭
２
０
１
８
」

で
は
こ
の
他
に
も
、
フ
ラ
ン
ス
発
の

少
年
漫
画
『
ラ
デ
ィ
ア
ン
』
（
ト
ニ

ー
・
ヴ
ァ
レ
ン
ト
）
に
つ
い
て
や
、

「
日
中
韓
新
人
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
選
手
権
」

の
熱
闘
リ
ポ
ー
ト
な
ど
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
す
。
年
末
年
始
に
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
を
！

hiroba
漫画

漫画と北九州
北九州市漫画ミュージアム　専門研究員

表 　智 之  Tomoyuki  Omote

Information

【開催期間】12月22日（土）～2019年1月20日（日）
【会場】北九州市漫画ミュージアム企画展示室（あるあるCity５F）
【開館時間】午前11時～午後7時（入館は午後6時30分まで）
【休館日】12月31日～2019年1月2日、1月8日・15日
【入館料】一般200円（常設展セット券500円）
※高校生以下無料
※詳しくは北九州市漫画ミュージアムのホームページをご覧ください
http://www.ktqmm.jp/
【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム　093(512)5077

「北九州国際漫画祭2018」

12月12日（水）午前12時が【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



Information

【会場】北九州市立美術館本館
【会期】2018年12月16日（日）～2月17日（日）
【休館日】�月曜日（ただし月曜日が祝日・振替休日の場合は開館し、

翌火曜日が休館）、12月29日～1月1日
【開館時間】午前9時30分～午後5時30分（入館は午後5時まで）
【観覧料】�一般1200（1000）円　高大生800（600）円�

小中生600（400）円
※（　）内は前売りおよび20名以上の団体料金
障害者手帳提示の方は無料
年長者施設利用証提示の方は２割減免
【お問合せ】093(882)7777

　
20
世
紀
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
画

家
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー
（
１
８

７
１
～
１
９
５
８
年
）
。
敬け

い

虔け
ん

な
キ

リ
ス
ト
教
徒
で
あ
り
、
生
涯
に
わ
た

っ
て
数
多
く
の
宗
教
主
題
を
描
き
ま

し
た
。
本
展
は
、
人
間
の
苦
悩
か
ら

慈
愛
や
赦ゆ

る

し
ま
で
を
表
現
し
た
ル
オ

ー
の
画
業
の
軸
で
あ
る
「
聖
な
る
芸

術
」
に
焦
点
を
あ
て
、
四
つ
の
章
に

よ
り
そ
の
意
味
と
現
代
性
（
モ
デ
ル

ニ
テ
）
を
改
め
て
問
い
ま
す
。

　
第
１
章
で
は
、
ル
オ
ー
が
40
代
か

ら
取
り
組
ん
だ
、
銅
版
画
集
『
ミ
セ

レ
ー
レ
』
を
取
り
上
げ
ま
す
。
「
聖

顔
」「
磔た

っ

刑け
い

」「
受
難
の
キ
リ
ス
ト
」

と
い
っ
た
、
宗
教
主
題
が
集
約
さ
れ

た
版
画
集
構
想
の
き
っ
か
け
は
、
１

９
１
２
年
の
父
の
死
で
し
た
。
第
１

次
世
界
大
戦
の
悲
惨
に
も
直
面
し
、

15
年
間
か
け
て
主
題
を
深
め
27
年
に

完
成
し
ま
す
が
、
出
版
さ
れ
た
の
は

48
年
で
し
た
。
構
想
か
ら
出
版
ま
で

約
36
年
と
い
う
長
い
年
月
の
中
で
残

さ
れ
た
、
多
く
の
下
絵
や
未
採
用
作

品
、類
作
も
併
せ
て
『
ミ
セ
レ
ー
レ
』

の
重
要
性
を
再
考
し
ま
す
。

　
第
２
章
で
は
、
ル
オ
ー
の
数
あ
る

主
題
の
中
で
も
特
異
な
存
在
で
あ
る

「
聖
顔
」
に
注
目
し
ま
す
。
国
立
美

術
学
校
を
退
学
し
た
ル
オ
ー
は
、
新

し
い
画
風
を
切
り
開
い
て
い
た
04
年

頃
に
、
独
自
の
キ
リ
ス
ト
像
を
描
き

始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
『
ミ
セ
レ

ー
レ
』
で
図
像
と
し
て
確
立
し
、
最

晩
年
ま
で
描
き
続
け
ま
し
た
。
１
８

９
８
年
、
撮
影
に
成
功
し
た
「
ト
リ

ノ
の
聖
骸
布
」
（
キ
リ
ス
ト
の
遺
体

を
包
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
布
）
や

「
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
の
聖
顔
布
伝
説
」
な

ど
、
同
時
代
の
事
象
に
ル
オ
ー
が
強

い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
も
着

目
し
、
独
自
の
図
像
を
生
み
出
し
た

そ
の
創
作
の
背
景
と
作
品
に
込
め
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
探
り
ま
す
。

　
第
３
章
で
は
、
39
年
に
出
版
さ
れ

た
版
画
集
『
受
難
』
を
も
と
に
、
関

連
の
作
品
ま
で
を
取
り
上
げ
ま
す
。

特
に
30
年
代
か
ら
の
制
作
に
お
い
て
、

《ヴェロニカ》1945年頃　
ポンピドゥー・センター�
パリ国立近代美術館蔵
Photo�Ⓒ�Centre�Pompidou,�MNAM-CCI,�Dist.�
RMN-Grand�Palais�/�image�Centre�Pompidou,�
MNAM-CCI�/�distributed�by�AMF

《聖顔》1946年頃　
ヴァチカン美術館蔵
Photo�Ⓒ�Governatorato�S.C.V.�
-�Direzione�dei�Musei

《キリスト教的夜景》1952年　
ポンピドゥー・センター�
パリ国立近代美術館蔵　
Photo�Ⓒ�Centre�Pompidou,�
MNAM-CCI,�Dist.�RMN-Grand�Palais�/�
Philippe�Migeat�/�distributed�by�AMF

ジョルジュ・ルオー��
聖なる芸術とモデルニテ

絵
の
具
を
「
削
り
取
る
」
か
ら
「
積

み
重
ね
る
」
方
法
へ
移
行
し
た
ル
オ

ー
の
油
彩
画
は
、
立
体
的
な
盛
り
上

が
り
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

『
受
難
』
の
制
作
を
通
し
て
、
作
品

の
マ
チ
エ
ー
ル
（
画
肌
）
が
あ
た
か

も
「
受
肉
」
し
「
物
質
」
へ
と
変
貌

し
て
い
く
そ
の
過
程
を
辿た

ど

り
ま
す
。

　
第
４
章
で
は
、
30
年
以
降
の
制
作

の
中
核
を
な
す
「
聖
書
風
景
」
に
着

目
し
ま
す
。
実
在
の
風
景
で
は
な
い
、

信
仰
に
基
づ
い
た
風
景
画
に
は
、
市し

井せ
い

の
人
々
と
交
わ
る
キ
リ
ス
ト
、
塔

の
あ
る
建
物
、
樹
木
、
奥
へ
と
続
く

道
、
水
平
線
と
い
っ
た
限
ら
れ
た
対

象
物
が
登
場
し
ま
す
。
定
型
を
反
復

す
る
よ
う
に
繰
り
返
し
描
か
れ
た
作

品
群
は
あ
る
種
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
い

え
、
暖
か
く
親
密
な
空
気
に
満
た
さ

れ
た
そ
の
情
景
は
、
ル
オ
ー
が
晩
年

に
到
達
し
た
境
地
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。

　
同
時
代
の
社
会
や
人
間
に
対
す
る

画
家
の
深
い
理
解
と
共
感
か
ら
生
み

出
さ
れ
た
作
品
は
、
文
化
の
違
い
や

国
境
を
越
え
、
今
な
お
多
く
の
人
々

を
惹ひ

き
つ
け
て
い
ま
す
。
ヴ
ァ
チ
カ

ン
美
術
館
が
初
め
て
日
本
に
出
品
す

る
作
品
群
や
、
国
内
外
の
ル
オ
ー
晩

年
の
傑
作
に
よ
り
、
画
家
が
目
指
し

た
美
し
い
愛
の
か
た
ち
を
ご
高
覧
く

だ
さ
い
。

2019. JunuaryCulCul

Event
〈記念講演会〉
「“礼拝堂＝美術館”アッシー教会とルオーのステンドグラス�
 ―1950年代の『聖なる芸術（ラール・サクレ）』をめぐって」
【日時】１月20日（日）午後２時～
【講師】後藤新治（西南学院大学教授・本展監修者）
【会場】北九州市立美術館本館　アネックス棟３Ｆレクチャールーム
※聴講無料、定員100名（先着順）

〈学芸員によるギャラリートーク〉
【日時】2018年12月27日（木）、1月10日（木）、2月7日（木）
各回午後２時～（30分程度）
【場所】展覧会場内
※申込不要、ただし本展観覧料が必要です

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー

聖
な
る
芸
術
と
モ
デ
ル
ニ
テ

hiroba
美術

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸員

河 村 朱 音 Akane Kawamura
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12月12日（水）午前12時が【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



Information

【開催期間】12月18日（火）～2019年3月31日（日）
【開館時間】�午前9時30分～午後6時�

（入館は午後5時30分まで）
【休館日】年末（12月29日～31日）
【会場】松本清張記念館企画展示室
【入場料】常設展示観覧料に含む
一般500（400）円　中高生300（240）円　
小学生200（160）円
（　）内は30名以上の団体料金

「『砂の器』展」

【お問合せ】
北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内2の3
093（582）2761
ホームページアドレス
http://www.kid.ne.jp/seicho

上映中のモニター

　
さ
て
、
今
回
は
当
館
常
設
展
示
の

再
現
家
屋
付
近
で
上
映
し
て
い
る
、

あ
る
映
像
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
。

そ
れ
は
「
松
本
清
張
の
残
像
」
と
題

さ
れ
た
、
清
張
を
担
当
し
た
編
集
者

た
ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ま
と
め

た
約
15
分
間
の
映
像
で
あ
る
。
再
現

家
屋
の
応
接
室
か
ら
書
庫
に
至
る
薄

暗
い
見
学
路
の
途
中
に
、
モ
ニ
タ
ー

画
面
が
ひ
っ
そ
り
と
設
置
さ
れ
て
い

る
た
め
、
素
通
り
し
て
し
ま
う
来
館

者
の
方
も
少
な
く
な
い
よ
う
だ
。
し

か
し
、
そ
こ
で
は
読
者
が
直
接
触
れ

る
機
会
の
な
か
っ
た
〝
作
家
と
し
て

の
清
張
〟
の
生
の
姿
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
清
張
の
応
接
室
の
ソ
フ
ァ
ー
に
掛

け
た
各
出
版
社
の
編
集
者
ら
８
人
の

口
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
の
数
々
が
語
ら
れ
て
い
く
。

そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
列
挙
し
た

い
。

　
担
当
と
な
っ
て
も
し
ば
ら
く
の
間

は
応
接
室
に
招
き
入
れ
ら
れ
ず
、
玄

関
先
で
立
っ
た
ま
ま
原
稿
を
待
つ
編

集
者
と
そ
こ
に
横
た
わ
る
不
気
味
な

飼
い
犬
の
姿
。
徹
夜
で
書
き
上
げ
た

原
稿
を
持
っ
て
作
家
が
２
階
の
書
斎

か
ら
下
り
て
き
た
時
の
異
様
な
風
貌
。

応
接
室
で
作
家
と
対た

い

峙じ

し
鋭
い
質
問

や
厳
し
い
指
示
を
受
け
る
際
の
緊
張

感
、
そ
し
て
や
っ
と
解
放
さ
れ
帰
社

す
る
時
の
安あ

ん

堵ど

感か
ん

。
映
像
を
視
聴
し

て
い
る
私
た
ち
ま
で
も
が
手
に
汗
を

握
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
臨
場
感
あ
ふ

れ
る
話
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
常
に
締
め
切
り
に
追

わ
れ
る
作
家
か
ら
、
な
ん
と
か
し
て

原
稿
を
回
収
す
る
の
も
編
集
者
と
し

て
の
大
事
な
仕
事
で
あ
り
、
そ
の
苦

労
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
進
行
中
の
連
載
を
何
本
も
抱
え
る

作
家
が
、
ど
の
原
稿
か
ら
執
筆
し
て

い
く
か
と
い
う
順
番
を
め
ぐ
っ
て
の

駆
け
引
き
。
小
出
し
に
何
枚
か
ず
つ

渡
さ
れ
る
原
稿
を
抱
え
て
、
作
家
宅

と
挿
絵
画
家
の
と
こ
ろ
、
そ
し
て
出

版
社
や
印
刷
所
と
い
っ
た
関
係
先
を

１
日
に
何
度
も
ま
わ
り
、
な
ん
と
か

紙
面
掲
載
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
日
々
。

あ
る
女
性
編
集
者
が
当
時
を
「
デ
ー

ト
も
で
き
ず
会
う
の
は
先
生
ば
か
り
」

で
「
灰
色
の
青
春
時
代
」
だ
っ
た
と

笑
い
な
が
ら
振
り
返
っ
て
い
る
の
が

印
象
に
残
る
。
さ
ら
に
は
、
清
張
の

新
作
本
が
目
玉
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
を

出
版
社
が
企
画
し
た
が
、
迫
る
期
日

に
焦
燥
す
る
担
当
編
集
者
に
対
し
て
、

作
家
は
「
執
筆
が
間
に
合
い
そ
う
に

な
い
か
ら
開
催
を
ず
ら
せ
」
と
い
っ

た
無
茶
な
要
求
を
し
た
話
な
ど
、
い

か
に
も
〝
昭
和
の
大
作
家
〟
ら
し
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
述
べ
る
と
、
あ
た
か
も

清
張
が
編
集
者
を
酷
使
す
る
ば
か
り

の
厳
し
い
作
家
だ
っ
た
と
の
印
象
を

与
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
決
し
て

そ
う
で
は
な
い
。
確
か
に
厳
し
く
は

あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
同
時
に
編
集
者

を
尊
重
す
る
作
家
で
あ
り
、
常
に
二

人
三
脚
で
作
品
を
生
み
出
し
て
い
く

と
い
う
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
話
も
多

い
。
な
か
で
も
複
数
の
編
集
者
た
ち

が
口
を
そ
ろ
え
て
語
る
の
は
、
清
張

が
書
き
上
げ
た
ば
か
り
の
原
稿
の
出

来
栄
え
に
つ
い
て
、
常
に
編
集
者
た

ち
に
意
見
を
求
め
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
し
か
も
清
張
は
単
に「
面
白
い
」

と
い
っ
た
感
想
だ
け
で
は
満
足
せ
ず
、

編
集
者
は
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
面
白

い
の
か
ま
で
具
体
的
に
説
明
せ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
編
集
者
の

反
応
が
芳
し
く
な
か
っ
た
り
す
る
と
、

作
家
は
機
嫌
を
損
ね
て「
休
載
す
る
」

と
言
い
出
す
こ
と
ま
で
あ
っ
た
と
い

う
。
や
は
り
こ
こ
で
も
編
集
者
と
し

て
は
気
が
抜
け
な
い
場
面
だ
っ
た
よ

う
だ
。

　
作
家
に
と
っ
て
担
当
編
集
者
と
は

最
初
の
読
者
で
も
あ
る
わ
け
で
、
い

ず
れ
に
し
て
も
清
張
が
常
に
読
者
を

意
識
し
、
多
く
の
人
に
感
銘
を
与
え

ら
れ
る
作
品
を
書
き
続
け
よ
う
と
し

て
い
た
こ
と
の
表
れ
だ
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
の
後
半

で
は
、
編
集
者
た
ち
の
目
に
映
っ
た

清
張
の
作
家
像
、
そ
し
て
そ
の
仕
事

担
当
編
集
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像

「
松
本
清
張
の
残
像
」

に
か
け
る
情
熱
に
つ
い
て
も
さ
ら
に

深
く
語
ら
れ
て
い
く
が
、
こ
こ
で
は

紹
介
し
き
れ
な
い
。
続
き
は
ぜ
ひ
皆

さ
ん
ご
自
身
の
目
と
耳
で
ゆ
っ
く
り

と
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
昨
年
は
当
館
開
館
20
周
年
で
あ
っ

た
が
、
今
年
は
松
本
清
張
の
生
誕
か

ら
数
え
て
１
１
０
年
に
あ
た
る
。
平

成
も
残
り
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
味
で
節
目
の
年
と
な
る

だ
ろ
う
。
当
館
は
元
日
か
ら
通
常
通

り
開
館
し
て
い
る
。
初
詣
や
年
始
の

お
出
掛
け
の
折
、
当
館
に
も
立
ち
寄

っ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

hiroba
文芸 清張アラカルト

北九州市立松本清張記念館　事務局 
企画係主任

下 澤   聡 Satoshi  Shimozawa
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12月14日（金）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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さ
て
、
２
年
ぶ
り
に
、
楽
し
く
、

興
味
深
い
、
し
か
し
同
時
に
ひ
ど
く

緊
張
し
、
悩
み
苦
し
む
経
験
を
し
た
。

高
校
演
劇
の
大
会
審
査
員
で
あ
る
。

　
平
成
30
年
度
の
『
高
文
連
演
劇
部

門
北
九
州
地
区
大
会
』
は
、
２
０
１

８
年
10
月
19
日
～
21
日
、
若
松
市
民

会
館
で
行
わ
れ
た
。
参
加
校
は
12
校
。

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。

▽
折
尾
高
校
『
夢
の
つ
ぼ
み
』

 
（
作
：
小
川
内
寿
々
）

▽
八
幡
高
校
『N

ote

』

 

（
原
案
：
石
山
愛
奈
／
作
：
八
幡

　
高
校
演
劇
部
）

▽
小
倉
高
校
『H

ate Box

』

 

（
作
：
岡
山
純
音
）

▽
北
九
州
高
校
『
三
重
奏
』

 

（
作
：
瀬
戸
口
み
お
）

▽ 

明
治
学
園
高
校
『
ガ
ラ
ス
の
割
れ

る
時
』
（
作
：
用
松
桃
歌
）

▽ 

中
間
高
校
『
ペ
ン
と
ケ
ン
と
』

 

（
作
：
小
原
雅
之
）

▽
八
幡
南
高
校
『
生せ

い

輝き

』

 

（
作
：
藤
本
亜
香
莉
）

▽ 

小
倉
商
業
高
校
『D

REA
M

ER

～

夢
を
追
う
光
達
～
』

 

（
作
：
谷
輪
穂
佳
）

▽ 

戸
畑
高
校
『
混こ

ん

沌と
ん

と
、
』

 

（
作
：
戸
畑
高
校
演
劇
部
）

▽
東
筑
高
校
『M

y Sum
m

er

』

 

（
作
：
池
田
陽
南
子
）

▽
ひ
び
き
高
校
『
演
劇
失
格
』

 

（
作
：
吉
田
春
菜
）

▽
門
司
学
園
高
校
『
あ
い
カ
ギ
』

 

（
作
：
志
水
さ
く
ら
）

　
県
大
会
へ
と
駒
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
「
優
秀
賞
」
に
は
、
八
幡
高

校
、
八
幡
南
高
校
、
東
筑
高
校
が
選

ば
れ
、
２
０
１
９
年
５
月
の
「
春
フ

ェ
ス
」
で
の
上
演
権
が
与
え
ら
れ
る

「
奨
励
賞
」
お
よ
び
「
創
作
脚
本
賞
」

は
門
司
学
園
高
校
が
、
「
舞
台
美
術

賞
」
は
小
倉
高
校
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

し
た
。

　
北
九
州
は
生
徒
創
作
の
割
合
が
他

の
地
区
に
比
べ
て
も
か
な
り
高
い
方

だ
が
、
特
に
今
年
は
、
12
校
中
11
校

が
生
徒
創
作
、
つ
ま
り
高
校
生
が
自

分
の
言
葉
で
世
界
を
書
き
表
し
た
作

品
だ
っ
た
。
将
来
の
夢
の
実
現
に
対

す
る
不
安
や
、
友
情
、
学
校
の
中
で

の
自
分
の
立
ち
位
置
、
演
劇
を
続
け

て
い
き
た
い
と
い
う
強
い
思
い
。
ど

の
作
品
か
ら
も
、
大
会
出
場
ま
で
の

努
力
や
工
夫
、
迷
い
や
決
断
が
垣
間

見
え
て
、
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
。

　
特
に
、
多
く
の
作
品
に
お
い
て
、

登
場
人
物
の
ト
ラ
ウ
マ
や
、
乗
り
越

え
る
べ
く
設
定
さ
れ
た
壁
が
「
い
じ

め
」
に
ま
つ
わ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と

が
印
象
に
残
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
は

真
正
面
か
ら
戦
い
を
挑
む
要
素
と
し

て
は
現
れ
な
い
。
物
語
の
中
に
、
当

然
の
よ
う
に
登
場
す
る
だ
け
だ
。
同

時
に
「
仲
直
り
す
る
」
「
誤
解
が
解

け
る
」
「
理
解
し
合
う
」
「
許
す
」

と
い
う
展
開
に
収
束
し
て
い
く
作
品

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
高
校
生

た
ち
が
置
か
れ
て
い
る
日
常
の
息
苦

し
さ
の
よ
う
な
も
の
が
、
彼
ら
の
書

く
物
語
の
中
に
（
意
識
的
に
せ
よ
、

そ
う
で
な
い
に
せ
よ
）
織
り
込
ま
れ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
の
は
、
う

が
ち
す
ぎ
だ
ろ
う
か
。

　
高
校
演
劇
は
、
演
劇
の
面
白
さ
と

は
、
物
語
の
巧
妙
さ
と
か
、
構
築
さ

れ
た
世
界
観
の
完
成
度
な
ど
で
は
な

い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
私
に
思
い

出
さ
せ
て
く
れ
る
。
コ
ン
テ
ス
ト
形

式
で
あ
る
か
ら
に
は
、
審
査
員
は
、

次
の
大
会
に
出
場
す
る
高
校
を
選
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
を

「
勝
つ
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
な

い
よ
う
に
気
を
付
け
よ
う
と
常
に
思

っ
て
い
る
。
得
点
差
が
は
っ
き
り
と

分
か
る
ス
ポ
ー
ツ
と
は
違
っ
て
、
高

校
演
劇
で
は
「
地
区
大
会
に
勝
っ
て

県
大
会
に
行
く
」
と
い
う
表
現
は
似

つ
か
わ
し
く
な
い
と
思
う
の
だ
。
そ

う
考
え
て
初
め
て
、
単
に
作
品
の
良

し
悪あ

し
を
褒
め
た
り
け
な
し
た
り
、

テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
彼
ら
が

今
後
演
劇
を
続
け
て
い
く
に
あ
た
っ

て
の
「
お
土
産
」
の
よ
う
な
も
の
を

持
た
せ
て
あ
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
も
思
う
。

　
高
校
生
諸
君
。
審
査
員
も
成
長
す

る
べ
く
努
力
し
て
い
る
。
今
後
も
我

々
を
う
ん
う
ん
う
な
ら
せ
る
よ
う
な

興
味
深
い
作
品
を
見
せ
て
ほ
し
い
。

審査員の覚悟

東筑高校『My�Summer』

八幡高校『Note』

八幡南高校『生輝』

hiroba
演劇

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

おおつか えみこ  Emiko Otsuka
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11月30日（金）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



Event
【お問合せ】093（619）1149
〈木屋瀬いろは歌留多大会〉
【日程】1月6日(日)午前10時から
【場所】長崎街道木屋瀬宿記念館こやのせ座
　　　※詳細は11ページの同記念館をご覧ください
〈�長崎街道ひなまつり��
木屋瀬宿～立場茶屋銀杏屋〉

【日程】�2月中旬～3月下旬(施設によって開催期間が
異なります)

【場所】�長崎街道木屋瀬宿記念館みちの郷土史料館、
旧高崎家住宅(伊馬春部生家)、江戸あかりの
民藝館、もやいの家、立場茶屋銀杏屋

Cul
Cul特集 69

旧高崎家住宅（伊馬春部生家）

　
旧
長
崎
街
道
沿
い
に
建
つ
北
九
州

市
立
長
崎
街
道
木
屋
瀬
宿
記
念
館
は
、

江
戸
時
代
の
木
屋
瀬
や
長
崎
街
道
の

旅
や
当
時
の
暮
ら
し
に
ま
つ
わ
る
資

料
、
郷
土
の
歴
史
に
関
す
る
図
書
や

映
像
を
自
由
に
閲
覧
で
き
る
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
な
ど
が
展
示
・
設
置
さ
れ
て

い
る
「
み
ち
の
郷
土
史
料
館
」
。
そ

し
て
か
つ
て
木
屋
瀬
に
あ
っ
た
芝
居

小
屋
「
大
正
座
」
を
モ
チ
ー
フ
に
造

ら
れ
た
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
人
々
の

交
流
の
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る「
こ

や
の
せ
座
」
の
二
つ
の
施
設
か
ら
な

り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
の
拠
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
１
月
に
は
「
木
屋
瀬
い
ろ
は

歌
留
多
大
会
」
を
行
っ
て
お
り
、
今

年
で
18
回
目
の
開
催
に
な
り
ま
す
。

こ
の
大
会
で
使
用
さ
れ
る
「
木
屋
瀬

い
ろ
は
歌
留
多
」
は
、
北
九
州
市
誕

生
の
功
労
者
の
一
人
で
、
木
屋
瀬
の

伝
統
保
存
の
継
承
・
育
成
に
も
力
を

入
れ
て
い
た
故
岩
尾
四
十
三
郎
さ
ん

が
、
入
院
さ
れ
た
折
に
毎
日
の
よ
う

に
孫
に
宛
て
描
い
た
絵
葉
書
を
も
と

に
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
木
屋
瀬
な
ら

で
は
の
風
物
や
伝
統
・
伝
承
な
ど
を

多
彩
に
織
り
込
み
、
温
か
み
の
あ
る

手
描
き
の
絵
と
共
に
、
長
い
歴
史
で

培
わ
れ
た
木
屋
瀬
の
「
い
ろ
は
」
を

学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
作
品
で
す
。
史

料
館
内
で
も
歌
留
多
の
展
示
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
歌
留
多
に
込
め
ら
れ

た
木
屋
瀬
へ
の
深
い
思
い
を
よ
り
詳

し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

歌
留
多
大
会
に
は
誰
で
も
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
「
木

屋
瀬
い
ろ
は
歌
留
多
」
で
遊
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

　
２
月
中
旬
～
３
月
下
旬
に
は
、
史

料
館
を
含
め
た
周
辺
５
施
設
が
連
携

し
た
「
長
崎
街
道
ひ
な
ま
つ
り 

木
屋

瀬
宿
～
立た

て

場ば

茶ぢ
ゃ

屋や

銀い
ち
ょ
う杏
屋や

」
を
開
催

し
て
お
り
、
今
年
で
７
回
目
に
な
り

ま
す
。

　
今
回
、
「
み
ち
の
郷
土
史
料
館
」

で
は
第
71
回
企
画
展
と
し
て
、
お
ひ

な
さ
ま
の
展
示
を
は
じ
め
手
作
り
の

さ
げ
も
ん
や
ひ
な
飾
り
な
ど
の
展
示

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
旧
高
崎
家
住
宅
（
伊い

馬ま

春は
る

部べ

生
家
）
」
で
は
、
放
送
作
家
・

伊
馬
春
部
の
生
家
に
ひ
な
人
形
を
飾

り
、
古
民
家
と
併
せ
て
来
館
さ
れ
た

方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

「
江
戸
あ
か
り
の
民み

ん

藝げ
い

館か
ん

」
で
は
、

武
家
由
来
の
精
巧
な
ひ
な
道
具
な
ど

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
「
も
や
い
の

家
」
で
は
、
地
域
の
方
か
ら
お
預
か

り
し
た
壇
飾
り
約
３
０
０
組
を
展
示

し
て
お
り
、
２
階
建
て
の
建
物
全
体

に
並
べ
ら
れ
た
ひ
な
人
形
は
圧
巻
で

す
。
「
立
場
茶
屋
銀
杏
屋
」
で
は
、

「
大
名
び
な
」
と
呼
ば
れ
る
手
作
り

の
巨
大
び
な
や
、
さ
げ
も
ん
で
書
院

造
り
の
「
上
段
の
間
」
が
飾
り
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
５
施
設
が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
雰
囲

気
を
演
出
し
ま
す
の
で
、
お
ひ
な
さ

ま
を
通
じ
て
、
旅
人
が
行
き
交
っ
た

長
崎
街
道
を
、
当
時
の
街
並
み
を
残

す
木
屋
瀬
の
町
を
、
歴
史
や
文
化
に

触
れ
な
が
ら
散
策
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

江戸あかりの民藝館　ひな道具

長崎街道木屋瀬宿記念館みちの郷土史料館

もやいの家

立場茶屋銀杏屋

木屋瀬いろは歌
か

留
る

多
た

大会、 
ひなまつり

学芸員　岩 崎 秋 沙  Aisa Iwasaki

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館
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12月14日（金）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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美術｜美術館へ行こう！
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お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。




